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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和５年第３７週（令和５年９月１１日～令和５年９月１７日） 

 

 
■ コメント 

・9 月 24 日～30 日は、「結核予防週間」です。日本は、今でも 1 年間に約 1,700 人が結核により命を

落としています。結核の初期症状は風邪に似ていますが、風邪と異なり症状が長引きます。痰のか

らむ咳、微熱及び身体のだるさが 2 週間以上続いている場合は、早めに医療機関を受診し、治療を

受けることが大切です。また、結核の症状には特徴的なものがなく、早期には目立たないことが多

いため、特に高齢者では気づかないうちに進行してしまうことがあります。健康診断を受け、結核

を早期に発見できれば、自らの身を守るだけではなく、家族や友人等への感染拡大を防ぐことがで

きます。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症
発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 11 429 231 9,641 

腸管出血性大腸菌感染症 18 139 127 2,475 

デング熱 1 4 3 88 

日本紅斑熱 1 11 11 291 

レジオネラ症 1 58 41 1,476 

後天性免疫不全症候群 1 34 9 655 

侵襲性肺炎球菌感染症 2 55 21 1,232 

梅毒 20 633 184 10,396 
 
■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 2,732 13.80 0.83 99,744 20.19 

インフルエンザ 1,899 9.59 1.27 22,111 4.48 

ＲＳウイルス感染症 63 0.53 0.70 1,649 0.52 

咽頭結膜熱（警報レベル） 558 4.65 1.25 3,964 1.26 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 426 3.55 1.12 4,849 1.54 

感染性胃腸炎 451 3.76 0.82 10,109 3.22 

水痘 14 0.12 0.61 335 0.11 

手足口病 432 3.60 0.93 4,326 1.38 

伝染性紅斑 1 0.01 0.33 85 0.03 

突発性発しん 42 0.35 1.11 862 0.27 

ヘルパンギーナ 270 2.25 0.74 2,903 0.92 

流行性耳下腺炎 4 0.03 0.50 145 0.05 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 16 0.02 

流行性角結膜炎 47 1.81 1.21 450 0.65 

細菌性髄膜炎 0 0.00 - 12 0.03 

無菌性髄膜炎 1 0.07 1.00 15 0.03 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 - 9 0.02 

クラミジア肺炎 0 0.00 - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 2 0.00 

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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